
















































































2016 年 8 月 6 日、10 月 10 日、11 月 15 日、記述式アンケートが 2017 年 9 月 28 日である。
また、文献調査では『柏原町誌』と『水月詠藻』を対象とした。 
器械的記録では、自動車走行音や川のせせらぎ、イベント音など一般的な音が多く録れ










図 1. 城下町かいばらサウンド・マップ 
 
 
表 1. 柏原サウンドスケープ変遷 
 





 音聴きの実施日時は 2017 年 9 月 28 日で、参加者は 32 名だった。音事象として第 3 章よ
り得られたものの中から、まとめ（提案）に使えそうな音を 10 種類選び、スピーカー（使
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6. 今後の展望と課題 
 
 本研究では、兵庫県丹波市柏原町の城下町かいばらエリアを対象としたサウンドスケー
プを調査し、柏原の音を住民の方々に聴き評価してもらい、提案をした。IC レコーダーを
持ち歩き録音している際、自動車が観光案内所付近カーブや関西学院大学柏原スタジオ前
の通学路を速く走行している姿を目撃し、危険であると感じたと同時に、自然の音や寺社
の鐘の音が聞こえにくくなっている現状を解決したく、本研究に至った。 
 また、柏原を象徴とする「太鼓」に関して、太鼓櫓及びロボット太鼓両方とも、現状視
覚的（シンボリックな）役割のみ果たしており、本来の姿を楽しみに訪れた観光客が残念
そうに帰る姿も目撃しており、再度中心市街地活性化基本計画の基本理念に立ち返り、考
え直す必要がある。 
 今後の展望としては、多くの人にサウンドスケープ活動に触れてもらうことが望まれる。
住民に話を伺った際に、音環境について今まで考えたことがなかったという意見を多数い
ただいた。今回の活動が、柏原の方々が自分たちのまちを改めて見直し、様々な観点から
環境を捉え、行政依存ではなく住民参画でまちづくりに取り組もうとするフックになれば、
幸いである。 
また今後の調査課題として、音聴き体験の参加人数をふやす及び性別・年代に偏りなく
集まってもらうこと、聴取環境への配慮などが挙げられる。 
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